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皆
さ
ま
の
日
常
・
非
日
常
の
活
動
を

創
発
し
て
ま
ち
の
景
色
に
し
て
い

く
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
創
出

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

茨
木
市
施
政
方
針

令和８年度

福岡 洋一
茨木市長

　
３
月
４
日
か
ら
市
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
福
岡
洋
一
市
長
が
令
和
８
年
度
の

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
示
す
「
施
政
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
問
合
先　
政
策
企
画
課
☎
072
・
620
・
１
６
０
５

　
令
和
７
年
度
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
が
賑
わ
い
を
見
せ
た
一
方
で
、
依

然
続
く
物
価
の
高
騰
が
市
民
生
活
に

影
を
落
と
す
と
と
も
に
、
災
害
級
の

酷
暑
、
ま
た
全
国
各
地
で
熊
に
よ
る

脅
威
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

事
態
に
対
し
、
本
市
と
し
て
も
皆
さ

ま
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
や
対
応

を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
本
市
在
住

の
森 

健
司
選
手
の
東
京
２
０
２
５

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
金
メ
ダ

ル
獲
得
や
、畠
山
丑
雄
氏
の
小
説「
叫

び
」
の
芥
川
賞
受
賞
な
ど
、
喜
ば
し

い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
人
口
は
長
ら
く
増
加

ト
レ
ン
ド
に
あ
り
ま
す
が
、
安
穏
と

し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
仮
に
人
口

が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
本
市
の
活

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
共

創
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
内
外
の

　
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い

て
は
、
多
種
多
彩
な
皆
さ
ま
と
と
も

に
、「
問
い
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

対
話
と
議
論
、
実
験
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
そ
れ
ぞ

れ
が
備
え
る
感
性
や
感
情
を
大
切

に
、「
コ
ト
」
や
「
ト
キ
」
の
共
有

か
ら
共
感
を
、
さ
ら
に
共
鳴
す
る
か

の
よ
う
に
新
た
な
活
動
を
呼
び
起
こ

す
こ
と
で
、
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
自

己
実
現
や
「
豊
か
さ
・
幸
せ
」
の
実

感
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
象
徴
で
あ

り
、
中
心
地
・
実
験
場
で
あ
る
「
お

に
ク
ル
」
は
、
２
年
目
も
延
べ
約

２
０
０
万
人
も
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
年
目
を
迎
え
、

さ
ら
な
る
深
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

皆
さ
ま
と
の
共
有
・
共
感
を
前
提
に
、

「
お
に
ク
ル
」
の
外
へ
、
ま
ち
へ
の
展

開
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ダ
ム
パ
ー
ク
い
ば
き
た
」
に
は
、

昨
年
、
長
さ
日
本
一
の
歩
行
者
専
用

吊
り
橋
「
ゴ
ウ
ダ
ブ
リ
ッ
ジ
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
引
き
続
き
山
と
ま
ち
を
つ
な

ぐ
ハ
ブ
拠
点
を
め
ざ
し
て
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

す
。
ま
ち
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
た

と
え
小
さ
く
と
も
尊
い
、
幸
せ
や
達

成
感
、
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
居

場
所
、
共
創
の
場
が
あ
り
、
そ
こ
で

の
熱
量
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
時

に
は
人
を
や
さ
し
く
温
め
る
力
に
、

時
に
は
自
己
実
現
へ
動
か
す
情
熱
に

変
化
し
て
、
時
が
た
っ
て
も
強
く
残

る
想
い
へ
と
つ
な
が
り
、
皆
さ
ま
そ

れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
、
そ
し
て
ま
ち

全
体
と
し
て
の
「
安
全・安
心
」「
豊

か
さ
・
幸
せ
」
へ
昇
華
さ
れ
て
い
く

も
の
、
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

プ
ロ
セ
ス
重
視
、
ひ
と
重
視
の
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
輝
か
し
い

未
来
に
向
け
た
確
か
な
変
化
を
も
た

ら
す
べ
く
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い

く
決
意
と
覚
悟
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
政
の
推

進
に
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

を重視した
プロセス

ひと

共創 のまちづくりを推進

「
共
創
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

市
の
活
力
を
維
持

皆
さ
ま
と
の「
問
い
」を
大
切
に

※政策の主な事業は、
広報いばらき５月号で
紹介します。

ID 14462

　
共
創
に
向
か
っ
て
は
、
市
民
、
事

業
者
、大
学
、高
校
等
の
皆
さ
ま
も
、

と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
。
こ
れ
ま

で
、「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
プ

ロ
セ
ス
重
視
、
ひ
と
重
視
で
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
と
試
行
錯

誤
を
積
み
重
ね
て
生
み
出
さ
れ
る
共

有
と
共
感
は
、熱
量
と
な
り
、関
わ
っ

た
一
人
ひ
と
り
の
中
に
蓄
積
さ
れ
ま

共
有
・
共
感
の
熱
量
が

輝
か
し
い
未
来
へ
の
変
化
に
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本改正によって、将来を見据えた組織体制の整備を行い、
市民サービスのさらなる向上に取り組みます。

3/31 まで 4/1 から

市民
文化部

市民生活相談課
（市民生活係、消費生活係、市民相談係）
市民課

（管理係、窓口係、証明係、住民記録係）

福祉部

地域福祉課※
（政策係、推進係）
福祉総合相談課※

（相談１G、相談 2G、相談 3G、
地区保健福祉係）
障害福祉課

（計画推進係、交付管理係、
認定給付 1G、認定給付 2G）
福祉指導監査課

（管理係、指導監査係）

産業
環境部

商工労政課
（総務係、商工振興係、企業支援係、労働福祉係）

農林課
（管理係、推進係、整備係）

都市
整備部

居住政策課
（政策係、推進係）
北部整備推進課

（彩都 G、ダム G、地域づくりG）
用地課

（管理係、用地係）

福祉部

地域福祉課
（政策G、福祉総合相談G、地区保健福祉G）
長寿政策課

（政策G、長寿相談支援G、介護予防G）
障害福祉課

（計画推進係、交付管理係、認定給付 1G、認
定給付 2G、障害相談支援G）
介護保険課

（管理G、認定G、給付G）

健康
医療部

医療政策課
（地域医療係、在宅医療係、病院誘致G）
福祉指導監査課

（管理係、指導監査係）

産業振興課
（経営支援G、商工観光G、企業支援G、雇
用促進G）
市民生活相談課

（市民生活係、消費生活係、市民相談係）
市民課

（管理係、窓口係、証明係、住民記録係）

都市
活力部

居住政策課
（政策係、推進係、市営住宅係　）
北部政策課

（政策G、彩都G、ダムG）
農林振興課

（管理係、推進係、整備係）

共創
文化部

部名が「市民文化部」から「共創文化部」へ
※課の追加等なし

健康
医療部

医療政策課
（地域医療係、在宅医療係）
長寿介護課

（管理係、認定係、給付係、介護予防係）

くらし
産業環境部

ID 1３６４７

主な改正

機 構 改 正

市政の推進を
支える体制づくり

本
館
２
階
配
置
図

N
介護
保険課

EV

階
段

階
段

介護
保険課

階
段 EV

納税課 市民税課 資産税課

人権・男女共生課地域コミュニティ課

WC

WC

新設または事務室配置の変更が
あった部署

※ EV＝エレベーター、WC＝お手洗い
フロアマップ
事務室配置に大きく変更があったフロア

太字＝新設・再編等、G ＝グループ

ID ６４３３２

N

階段

EV

長寿政策課地域福祉課 障害福祉課

EV

階段
生活福祉課WC

南
館
２
階
配
置
図

建設部

道路課
（街路係、工務係）
建築課

（  管理係  、建築係、設備係）

建設部

道路課
（街路係、工務係、用地係　）
建築課

（建築係、設備係）

詳しくは市ホームページで
ご確認ください。

その他の
フロアは
こちら▶

※福祉部内で再編


